
校内初任者研修③

指導案・指導略案の書き方

どこがどうつながってる？
悩みやすいポイント解説



今日の予定

１、今日のねらい

２、指導案の書き方

３、指導略案の書き方



今日のねらい：指導案、指導略案の書き方
授業作りの考え方について知る

•校内の支援コーディネーター

毎年、教育実習の指導教員や実習生の指導案指導

初任者、10年目研修の指導案指導

→指導案を書く時に

知っておいて欲しいポイントや書き方

授業づくりのポイント

具体例を基に説明

今日のねらい



指導案と指導略案

○指導案は単元全体の計画を含む

・単元全体のねらいと評価

・単元の中でそれぞれの授業の関係性

◯指導略案は1つの授業についての台本

・1つの授業のねらいと評価

・児童生徒の活動、教員の動き（支援）

副担当教員（ST）に課題の意図や役割、お願いしたい支援を

伝えることが目的



今日の予定

２、指導案の書き方

３、指導略案の書き方



２、指導案の書き方

【ポイント】

•各項目で書くべき内容を理解し、書き分ける

＊常に主語が教員か児童生徒か確認する

•各項目がどのように関連し合っているかを確認する

＊どこと対応しているか、説明できる

•自治体独自の表記の決まりに沿っているか、確認する

＊「障がい」や「〜させる（使役）」を使わないなど



授業の基本的な情報

• 指導者名

名前の前にT1・T2や

MT・STをつける

• 単元名

この授業のタイトル。何をす
るのかや何ができるようにな
るのかを明確にする

• 単元目標

この授業で身につけて欲しい
力について箇条書きで書く。

主語は「児童・生徒」



単元設定の理由

•単元設定の理由（なぜ、この授業を行うのか）を

「教材観・単元観」（なぜ、この教材なのか：教員）

「児童・生徒観」（なぜ、この子どもたちに必要なのか：児童生徒）

「指導観」（どんな工夫が必要なのか：教員）

から説明する。

☆この3つがしっかりと関連していることが重要

ここが、一番難しい



教材・単元観

•これまでの学習経験や、
これからの学習予定、
将来の生活の中での活
用などを記述。

•どのような力の獲得を
めざすかを記述

•どのような活動を行う
か記述

•主語は教員



児童・生徒観
•学習集団の授業におけ
る特徴を記述

意欲や態度、興味関心
など

•これまでの教科の学習
について記述

•指導上、配慮が必要な
点などについて記述

•主語は「児童・生徒」



指導観
•単元目標を達成するため
に教材や指導形態、授業
の進め方、発問、環境設
定などの工夫を記述

•児童生徒の得意を活かす

•具体的な支援も記述

•児童生徒観と対応させる

•主語は「教員」



まとめると
•まず、「何をやりたいか」「どんな姿を見たいか」→単元決定

•【教材観】これまで、図形の学習を行なってきた。発展的な学習とし
て設定。図形の知識（数学）、空間認知や手指の巧緻性（自立活動）
を高める→将来の日常生活や職業生活に結びつく

•【児童生徒観】学習意欲は高いが、集中が途切れやすい。手指の巧緻
性に課題。図形の基本的な知識は身についている。

•【指導観】授業の流れを固定し、見通しを持てるようにする。活動の
種類を増やし、集中を維持する。実態に応じた終了報告の手段を用意
する。



指導計画・評価
•単元の流れを表にまとめる。

•大きな区切りがあるときは
「◯次」で区切る。

•目標には各授業の目標を

•学習内容にはその授業の内
容を簡単に

•評価にはその授業の評価と
その方法

＊目標と対応させること

全ての時間、全ての観点で
評価する必要はない



評価について
•知識・技能

•思考・判断・表現

•主体的に学習に取り組
む態度

•各基準に対して到達レ
ベルを数段階用意して
おく

＊なぞり書き、視写、書
き取りなど



児童生徒の実態と
本時の目標

•児童生徒の一人ひとりの実態

本時に関係のあるものを記述

意欲や態度、興味関心

教科の知識や技能

•その児童生徒に本時で到達し
て欲しい目標（姿）

本時の目標と対応しているか

具体的で観察可能な行動で



本時の展開
•本時の目標

単元の目標と

齟齬がないか

それぞれの目標の

評価方法と規準を

決めているか

＊どのような行動が

見られればOK？

観察可能な行動？



本時の展開

•学習活動

何をするか、時間配分

•教師の指導・支援

教員の動き

•評価規準・評価方法

児童生徒のどこを見る
か、何を見るか



教室配置・板書計画

•教室配置

児童生徒の並び、STの立
ち位置

•板書計画

１時間の終わりの板書の完
成図



今日の予定

３、指導略案の書き方



３、指導略案の書き方

指導略案の役割

• STにその時間の活動や評価の観点を伝える

• STにその時間中の動きを伝える

（支援の手立てやどのタイミングでどの生徒を見るか）

•＊自分の授業の流れをイメージする（時間配分など）

授業の台本



基本事項

•教科、日時、場所、児童生徒数、
指導者名（MT・ST）について書く

•題材はその授業で扱う内容をわか
りやすく記入（単元名と関連させ
る）

•ねらいはその授業の主たる目標を
記入



時間

•時間：導入・展開・まとめ
に分ける。

•展開は展開数によって

展開①、展開②のように

区切ることも



学習内容

•学習内容：活動の内容を
題名（児童生徒に示すも
の）と内容を書く。

•主語は児童生徒

•時間配分も記入



教師の指導支援

•教師の指導支援：各学習活動
の際に、MT・STがどのよう
な支援を行うかを記入

•どこまでどのように支援して
欲しいかを具体的に記入する

•主語は教員



評価規準
•評価規準：それぞれの学習活動に対する
評価（○○できる）と

評価方法（行動や成果物）とを

具体的に記入

• STはこの評価規準をもとに支援を考え
る。

•ただし、児童生徒が「できた」という気
持ちで活動を終えられることが大切。

という支援があれば△△できた。



配置図

•配置図：児童生徒の座席
配置や教材の置き場所、
MT・STの位置を明確に
示す。

•活動によって場所や机の
配置を変える場合は、そ
れも示す。



ありがとうございました

指導案って書くの大変！！
でも、書いてみて気づくことも
たくさんありますね。
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